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平成26年12月定例会終わる
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　→市議会のページ
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吉舎方面隊出動式（吉舎親水公園　１月４日）



　
各
会
場
に
お
け
る
意
見
・
提
言

　

本
年
度
の
議
会
報
告
・
懇
談
会
で
は
、
４
７

７
人
の
参
加
と
な
り
、
多
く
の
意
見
提
言
や
ア

ン
ケ
ー
ト
で
の
記
入
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
一
部
は
次
の
と
お
り
。

１　
議
会
に
関
わ
る
こ
と

◦�

行
政
視
察
の
成
果
は
議
員
全
体
で
共
有
す
る

こ
と
。

◦�

一
定
程
度
内
容
を
絞
っ
た
一
般
質
問
の
方
が

市
民
に
分
か
り
や
す
い
。

◦�

市
議
会
に
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
必
要
。
要
約

筆
記
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

◦�

市
内
各
地
域
の
諸
課
題（
要
望
・
提
言
）を
議

員
全
体
で
協
議
し
、
共
通
事
項
は
行
政
側
に

強
力
に
提
起
し
て
欲
し
い
。

議
会
報
告
・
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
か
ら
毎
年
度
開
催
し
、
今
回
で

８
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
報
告
会
は
、
平
成
26
年
11
月
８
日

か
ら
18
日
ま
で
、
延
べ
８
日
間
20
会
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
議
員
の
班
編
成
は
４
班
で
、
議
会
運
営
委

員
会
、
総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
の
各

常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
を
班
長
、
副
班

長
と
し
、
議
員
を
所
属
常
任
委
員
会
ご
と
に

分
け
て
構
成
し
ま
し
た
。
各
班
へ
の
議
員
配

置
と
担
当
会
場
は
く
じ
引
き
に
よ
り
決
定
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
議
会
報
告
会
の
名
称
を
「
議
会

報
告
・
懇
談
会　
～
市
民
と
議
会
の
つ
ど
い

～
」
に
変
更
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
懇
談

時
間
の
充
実
に
心
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、
協

同
組
合
サ
ン
グ
リ
ー
ン
１
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー

ト
で
は
土
曜
日
の
昼
間
に
開
催
し
、
平
日
の

夜
間
に
参
加
で
き
な
い
方
に
参
加
頂
け
た
こ

と
、
買
い
物
途
中
の
方
な
ど
に
議
会
の
広
報

広
聴
活
動
と
し
て
の
取
組
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
更
に
は
、
要
約
筆
記
、
手

話
、
託
児
の
利
用
に
つ
い
て
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
２
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
報
告
会
は
、２
部
構
成
で
、第
１
部
は
「
議

会
報
告
」
と
し
て
常
任
委
員
会
か
ら
の
報
告

を
行
い
、第
２
部
は
「
意
見
交
換
」
と
し
て
、

議
会
運
営
や
議
員
活
動
、
市
政
全
般
に
対
す

る
多
く
の
意
見
と
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

和田コミュニティセンター

布野生涯学習センター

２　
市
政
に
関
わ
る
こ
と

◦�

日
常
の
買
い
物
が
困
難
な
高
齢
者
等
が
増
加

し
て
お
り
、
宅
配
、
送
迎
、
移
動
販
売
な
ど

各
地
域
の
実
態
に
即
し
た
対
応
を
。

◦�

市
民
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
商
業
施
設

に
証
明
発
行
等
が
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

◦�

三
次
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
国
、
県
、
市
の

義
務
で
も
あ
る
。

◦�

駅
前
の
駐
車
場
は
バ
ス
セ
ン
タ
ー
、
芸
備
線

利
用
者
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
足
り

る
の
か
。

◦�

十
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
側
の
駅
西

駐
車
場
は
、
少
人
数
の
会
合
で
も
駐
車
場
が

不
足
し
て
い
る
の
で
、
今
後
さ
ら
に
駐
車
場

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

◦�

有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
若
い
人
が
鉄
砲
免
許
を

取
得
す
る
た
め
の
補
助
制
度
が
必
要
で
は
な

い
か
。

◦�

有
害
鳥
獣
の
被
害
で
困
っ
て
い
る
の
で
、
餌

付
け
と
な
ら
な
い
よ
う
、
田
ん
ぼ
等
へ
の
残

飯
廃
棄
を
防
止
す
る
こ
と
を
条
例
化
で
き
な

い
か
。

◦�

投
票
所
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改

革
か
ら
の
観
点
か
ら
の
議
論
で
は
い
け
な

い
。
１
人
で
も
多
く
の
人
が
投
票
に
行
く
こ

と
が
最
大
の
使
命
で
あ
る
。

◦�

農
家
が
儲
か
る
施
策
を
し
て
も
ら
う
よ
う

国
・
Ｊ
Ａ
と
も
連
携
し
て
計
画
を
作
っ
て
ほ

し
い
。

◦�

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
事
務
所
を
確
保
し
て
欲
し

い
。

◦�

高
募
ダ
ム
も
老
朽
化
し
て
決
壊
等
が
懸
念
さ

れ
る
。

概 要

議
会
全
員
協
議
会（
平
成
27
年
１
月
16
日
）に
お
い
て

取
り
ま
と
め
た
内
容
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　�

常
任
委
員
会
で
調
査
・
研
究�

し
て
い
く
こ
と

１　

�

総
務
常
任
委
員
会
に�

関
係
す
る
も
の

◦�

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
対
策
に
つ
い
て

（
周
辺
部
で
は
全
く
公
共
交
通
が
走
っ
て
い

な
い
地
域
が
あ
る
。）

２　

�

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に�

関
係
す
る
も
の

◦�

通
学
自
由
化
に
つ
い
て（
小
中
一
貫
教
育
と

の
整
合
性
）。

◦�

中
高
一
貫
教
育
に
つ
い
て
。

◦�

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
教
育
民
生
常
任
委
員
会
と

の
意
見
交
換
会
を
行
う
。

３　

�

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に�

関
係
す
る
も
の

◦�

ト
レ
ッ
タ
み
よ
し
の
出
荷
作
物
、
販
売
品
目

等
の
充
実
に
つ
い
て
。

◦�

駅
舎
、
駅
ト
イ
レ
の
事
業
費
を
市
が
全
て
負

担
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。
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　�

成
果
、
運
営
上
の
課
題
や�

今
後
の
改
善
な
ど

　

開
催
状
況
や
意
見
提
言
・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

等
を
踏
ま
え
、
議
員
全
員
協
議
会
で
今
後
の
改

善
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
開
催
に
向
け
て
の
改
善
策
等
に
つ

い
て
、
今
後
、
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
に
お
い

て
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

１　
成
果
に
つ
い
て

◦�

サ
ン
グ
リ
ー
ン
で
の
開
催
は
良
か
っ
た
と
思

う
。
次
回
は
、
Ｃ
Ｃ
プ
ラ
ザ
と
２
会
場
も
あ

り
だ
と
思
う
。（
プ
ラ
ザ
も
１
階
で
開
催
が

良
い
。）

◦�

初
め
て
の
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
者
の
派
遣

を
行
っ
て
、
ろ
う
あ
者
、
難
聴
者
、
中
途
失

聴
者
の
生
の
訴
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

◦�
要
約
筆
記
、
手
話
を
利
用
し
た
こ
と
は
大
変

良
か
っ
た
。

◦�

各
会
場
と
も
意
見
は
多
か
っ
た
。

◦�

各
会
場
で
の
意
見
を
聞
く
と
「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
気
概
が

感
じ
ら
れ
、
自
治
組
織
が
し
っ
か
り
取
組
を

さ
れ
て
い
た
。

２　
運
営
上
の
課
題
に
つ
い
て

◦�

議
会
報
告
・
懇
談
会
は
継
続
す
べ
き
で
あ
る

が
、
参
加
者
と
発
言
者
が
限
ら
れ
て
い
る
。

◦�

全
体
で
は
参
加
者
は
昨
年
よ
り
増
え
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
会
場
は
減
っ
て
い
る
。
ま
た
、

懇
談
会
も
設
け
た
が
、
結
果
と
し
て
参
加
者

は
減
少
し
た
。

◦�

毎
回
の
こ
と
だ
が
、
若
者
や
女
性
の
参
加
が

少
な
い
。

◦�

テ
ー
マ
を
決
め
な
い
と
し
ゃ
べ
り
に
く
い
の

で
は
。（
２
部
に
つ
い
て
）

◦�

自
己
反
省
を
含
め
て
、
勉
強
不
足
で
あ
っ

た
。（
的
確
な
回
答
、
分
か
り
や
す
い
回
答

が
で
き
な
か
っ
た
。）

◦�

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

◦�

会
場
で
回
答
で
き
な
か
っ
た
質
問
に
つ
い

て
、
正
式
な
回
答
ま
で
の
期
間
が
長
い
。
回

答
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
班
ご
と
の
対
応
の

差
を
統
一
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

◦�

私
的
意
見
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

◦�

市
民
は
各
議
員
の
個
々
の
考
え
方
を
知
り
た

い
。

◦�

私
的
意
見
を
述
べ
合
い
、
議
員
間
で
言
い
争

い
に
な
れ
ば
議
会
報
告
会
を
継
続
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
る
。

◦�

議
員
本
人
に
そ
の
気
は
な
か
っ
た
と
は
思
う

が
、
自
慢
話
に
聞
こ
え
る
回
答
が
あ
っ
た
。

３　
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

◦�

今
ま
で
ど
お
り
で
は
、
毎
年
、
同
じ
反
省
に

な
る
。（
市
民
が
望
む
報
告
会
を
考
え
る
。）

◦�

参
加
促
進
は
容
易
で
は
な
い
。
発
想
を
転
換

し
、
若
い
人
や
女
性
が
多
く
所
属
す
る
団
体

等
と
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

◦�
６
人
編
成
か
ら
３
人
編
成
に
し
て
、
会
場
数

を
増
や
す
の
も
あ
り
。

◦�
３
常
任
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
班
編
成

し
、
テ
ー
マ
を
抽
出
し
て
報
告
会
を
開
催
す

る
。

◦�

地
域
別
の
課
題
な
ど
を
取
り
入
れ
た
ら
、
興

味
深
く
参
加
者
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

◦�

班
編
成
で
会
派
が
偏
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
く
じ
引
き
の
結
果
で
あ
り
特
に
問
題
で

あ
る
と
感
じ
て
い
な
い
し
、
問
題
が
あ
っ
た

と
も
聞
い
て
い
な
い
。

◦�

報
告
会
ま
で
に
、
各
班
で
過
去
の
報
告
会
の

内
容
、
地
域
の
抱
え
る
問
題
点
・
市
政
全
般

に
つ
い
て
事
前
に
勉
強
会
を
す
る
。

◦�

各
会
場
で
出
た
質
問
等
を
後
日
回
答
し
た
場

合
、
回
答
を
議
員
全
員
で
共
有
す
べ
き
。

◦�

議
会
か
ら
の
説
明
は
、
も
っ
と
短
く
て
も
い

い
と
思
う
。

◦�

終
了
後
の
班
会
議
で
は
、
全
議
員
が
責
任
を

持
っ
て
意
見
集
約
に
協
力
し
、
次
回
に
つ
な

げ
る
。

◦�

各
常
任
委
員
会
に
対
す
る
色
々
な
質
問
に
つ

い
て
所
属
委
員
が
答
え
ら
れ
な
い
場
合
、
他

の
委
員
会
所
属
で
あ
っ
て
も
知
っ
て
い
れ
ば

発
言
し
、
お
互
い
助
け
合
え
ば
い
い
と
思

う
。

◦�

個
々
の
議
員
の
考
え
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
政
策
討
論
会
の
開
催
に
つ
い
て
模
索
し

て
は
ど
う
か
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ま
、
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平成26年度�議会報告・懇談会�参加者数調べ
会　場　名 参加者数

河内コミュニティセンター 25 
三次コミュニティセンター 33 
粟屋コミュニティセンター 17 
川地コミュニティセンター 27 
青河コミュニティセンター 25 
十日市コミュニティセンター 16 
酒屋コミュニティセンター 24 
八次コミュニティセンター 17 
和田コミュニティセンター 24 
神杉コミュニティセンター 28 
田幸コミュニティセンター 5 
川西コミュニティセンター 15 
君 田 生 涯 学 習 セ ン タ ー 16 
布 野 生 涯 学 習 セ ン タ ー 19 
作 木 山 村 開 発 セ ン タ ー 38 
吉 舎 生 涯 学 習 セ ン タ ー 17 
三良坂コミュニティセンター 19 
み わ 文 化 セ ン タ ー 23 
甲奴コミュニティセンター 19 
協 同 組 合 サ ン グ リ ー ン 70 

計 477
対前年比 ＋49人

三次コミュニティセンター

協同組合サングリーン
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12
月
定
例
会

新
設
さ
れ
た
条
例

■
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
係
る
基
準
に
関
す
る
条
例	

全
員
一
致

　
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」が
平
成
26
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
条
例
を
制
定
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
指
定
介
護
予
防
支
援
の
基
本
方

針
、
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
、
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
に
つ
い

て
定
め
る
。

■
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
者
が
遵
守
す
べ
き
基
準
に
関
す
る
条
例

	

全
員
一
致

　
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」が
平
成
26
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
条
例
を
制
定
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
者
が
遵
守
す
べ
き
基
準
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
配
置
す
る
「
職
員
に
係
る
基
準
」
及
び
「
当

該
職
員
の
員
数
」
等
に
つ
い
て
定
め
る
。

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

■
文
化
会
館
設
置
及
び
管
理
条
例	

全
員
一
致

　

平
成
27
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
三
次
市
文
化
会
館
を

廃
止
す
る
こ
と
等
に
伴
い
改
正
す
る
。

■
国
民
健
康
保
険
条
例	

全
員
一
致

　

平
成
26
年
12
月
に
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
改
正
が

な
さ
れ
、
そ
の
施
行
日
が
平
成
27
年
１
月
１
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
出
産
育
児
一
時
金
を
40
万
４
千
円
と

し
、
同
一
時
金
へ
の
加
算
金
を
１
万
６
千
円
に
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

■
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
係
る
基
準
に
関

す
る
条
例
等	

全
員
一
致

　
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」が
平
成
26
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
関
係
政
省
令
の
引
用
条
項
の
整

理
等
。

■
防
災
行
政
無
線
放
送
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
等	

全
員
一
致

　

広
島
法
務
局
に
よ
る
山
耕
地
番
重
複
の
解
消
作
業
及

び
市
有
施
設
の
管
理
形
態
の
見
直
し
等
に
伴
い
改
正
す

る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
君
田
町
、
布
野
町
及
び
作
木
町

の
山
林
部
に
所
在
す
る
市
有
施
設
の
所
在
地
番
を
変
更

後
の
登
記
地
番
に
合
わ
せ
る
改
正
、
市
有
施
設
の
管
理

に
関
す
る
規
定
等
の
改
正
の
ほ
か
文
言
の
整
理
等
を
行

う
。

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等	

全
員
一
致

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
平
成
26
年
６
月
20
日
に

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
教
育
長
を
特
別
職
と
す
る
こ
と

に
伴
う
関
係
規
定
の
改
正
、「
三
次
市
教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
」の
廃

止
等
を
行
う
。

■
行
政
組
織
条
例
等	

全
員
一
致

　

市
民
の
視
点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
重
点
施

策
の
推
進
体
制
の
強
化
及
び
ス
リ
ム
で
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
良
い
、
効
率
的
・
機
能
的
な
組
織
を
構
築
す
る
た
め

改
正
す
る
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例	

全
員
一
致

　

人
事
院
に
お
い
て
平
成
26
年
度
分
の
給
料
水
準
、
通

勤
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
改
定
す
る
勧
告
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
若
年
層

に
重
点
を
置
い
た
給
料
水
準
の
改
正
、
通
勤
手
当
の
支

給
額
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
率
を
改
正
す
る
。

そ
の
他
の
議
案

■
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
変
更
に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
計
画
期
間
を
５
年
間
延
長

し
、
計
画
終
了
年
度
を
平
成
31
年
度
ま
で
と
す
る
ほ

か
、
財
政
計
画
を
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で

の
決
算
に
基
づ
く
数
値
に
改
め
同
計
画
を
変
更
す
る
。

■
工
事
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て	

全
員
一
致

契
約
の
目
的　

�

三
次
市
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
布

野
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

契
約
金
額　

１
億
９
、４
０
０
万
円

契
約
の
相
手
方　

地
方
共
同
法
人
日
本
下
水
道
事
業
団

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て	

全
員
一
致

工

事

名　

三
次
市
新
庁
舎
建
設
工
事

請
負
金
額　

変
更
前　

22
億
６
４
２
万
４
４
０
円

　
　
　
　
　
　

変
更
後　

22
億
３
、８
６
８
万
40
円

■
指
定
管
理
者
の
指
定
の
変
更
に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

三
次
市
民
ホ
ー
ル
の
完
成
に
伴
い
、
三
次
市
文
化
会

館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
を
平
成
24
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で
に
変
更
す
る
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

三
次
駅
西
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
備
北
交

通
株
式
会
社
を
指
定
す
る
。

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

君
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
１
４
９
施
設
の
指
定

管
理
期
間
が
平
成
27
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
そ
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て	

全
員
一
致

　

宮　

地　

順　

子（
三
良
坂
町
）

�

（
任
期
は
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
）

請
　
願

■「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
解
釈
改
憲
を
行
わ
な

い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」の
提
出
に
つ
い
て

	

賛
成
少
数
で
不
採
択

■「
特
定
秘
密
保
護
法
廃
止
に
つ
い
て
の
意
見
書
」の
提

出
に
つ
い
て	

賛
成
少
数
で
不
採
択

　12月定例会を12月５日（金）から12月17日（水）まで開催し、報告１件を承認、議案23件及び意
見書案１件を原案のとおり可決、陳情１件を採択、請願２件を不採択としました。
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陳
　
情

■
公
契
約
条
例
制
定
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て	

全
員
一
致
で
採
択

　

提
出
者　

�

軍
事
費
を
削
っ
て
、
く
ら
し
と
福
祉
、
教

育
の
充
実
を
！
国
民
大
運
動
広
島
県
実
行

委
員
会　

代
表　

川
后　

和
幸

意
見
書

■
米
の
需
給
・
価
格
安
定
対
策
及
び
需
要
拡
大
を
求
め

る
意
見
書	

全
員
一
致

政
府
に
対
す
る
意
見
項
目

１�　

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策（
ナ
ラ
シ
対
策
）及
び
ナ

ラ
シ
移
行
の
た
め
の
円
滑
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
26

年
産
の
発
動
に
備
え
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
交
付
金
を
早
期
に
支
払
う
よ
う
措
置
す
る
こ

と
。

２�　

需
要
に
応
じ
た
生
産
に
取
り
組
む
稲
作
農
家
が
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
か
つ
安
定
的
な
経
営
が
出

来
る
よ
う
、
収
入
保
険
制
度
の
早
期
創
設
、
制
度
資

金
の
拡
充
な
ど
、
万
全
な
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る
こ

と
。

３�　

飼
料
用
米
の
生
産
拡
大
を
図

る
た
め
に
、
乾
燥
・
保
管
施
設

の
整
備
や
流
通
体
制
の
強
化
支

援
、
ま
た
「
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
」
な
ど
の
必
要
な

予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

４�　

米
の
需
給
改
善
の
た
め
、
主

食
用
米
の
消
費
拡
大
や
米
粉
用

米
な
ど
の
非
主
食
用
米
の
利
用

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
本
格

的
な
輸
出
促
進
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。

12月定例会 審議結果 （全員一致以外のもの） ○…賛成　×…反対

区　　　分 結
果
沖　

原

平　

岡

竹　

原

大　

森

助　

木
林
國　

岡

伊　

達

池　

田

久
保
井

岡　

田

小　

田

福　

岡

亀　

井

須　

山

保　

実

宍　

戸

吉　

岡

新　

家

杉　

原

齊　

木

澤　

井

山　

村

桑　

田

鈴　

木

小　

池
請願第６号

「集団的自衛権行使容認の解釈改憲
を行わないことを求める意見書」の
提出について

不
採
択
議
長○○○××○×○×××××○○○×○×××○○×○

請願第７号
「特定秘密保護法廃止についての意
見書」の提出について

不
採
択
議
長○○○××○×○×××××○○○×××××○○×○

平成26年度 一般会計予算の補正（第4号）
　　　　　　　　　	 4,678万円　追加
　　　　　　　	 434億9,454万2千円
●主な補正内容
《歳　　入》

・県支出金 4,678万円
《歳　　出》

・衆議院議員選挙経費 4,678万円

補正額
総　額

平成26年度 一般会計予算の補正（第5号）
　　　　　　　	 3億6,095万1千円　追加
　　　　　　　	 438億5,549万3千円
●主な補正内容
《歳　　入》

・地方交付税 1億5,945万4千円
・繰越金 7,131万3千円
・県支出金 5,703万8千円
・市債 5,000万円
・分担金 2,020万2千円
《歳　　出》

・農地・農業施設災害復旧経費 9,100万円
・道路橋梁維持委託（路面保全業務,除雪対策） 9,000万円
・小学校教師用教科書等購入事業 2,580万円
・みよし運動公園陸上競技場備品更新事業 2,280万円
・農業振興関連補助金 1,230万円
・みよしあそびの王国整備事業 650万円
・福祉タクシー給付費 600万円
・庁舎太陽光発電システム等整備事業 400万円
・ふるさと納税特産品発送業務委託 253万円
・住宅用太陽光発電設備設置費補助金 250万円
・人件費 ▲183万円
《繰越明許費》

・庁舎太陽光発電システム等整備事業
《債務負担行為》

・庁舎サーバ室整備事業
・スクール・通所便運行委託業務
《地 方 債》

・耕地事業 ほか

補正額
総　額

平成26年度　特別会計予算の補正
会　計　名 補　正　額 総　　　額

国民健康保険特別
会 計 2,397万1千円 64億7,240万2千円
診 療 所 特 別 会 計 35万8千円 1億4,935万3千円
介護保険特別会計 980万3千円 73億2,322万2千円
下水道事業特別会

計 ▲318万4千円 21億5,339万5千円
農業集落排水事業
特 別 会 計 134万7千円 5億7,820万5千円
簡易水道事業特別
会 計 68万円 9億7,283万3千円

（▲は減額）

平成26年　12月定例会

こんなことが決まりました

5 みよし市議会だより�第44号



 

総
務
常
任
委
員
会

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審

査
付
託
と
な
っ
た
議
案
第
１
１
０
号「
三
次

市
公
の
施
設
等
の
整
理
の
た
め
の
関
係
条
例

の
整
理
等
に
関
す
る
条
例（
案
）」外
議
案
６

件
に
つ
い
て
は
、
全
員
一
致
で
可
決
し
、
平

成
25
年
陳
情
第
４
号「
公
契
約
条
例
制
定
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」は
、
全
員
一
致
で

採
択
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
第
６
号「
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
の
解
釈
改
憲
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
」の
提
出
に
つ
い
て
及
び
請
願

第
７
号「
特
定
秘
密
保
護
法
廃
止
に
つ
い
て

の
意
見
書
」の
提
出
に
つ
い
て
は
、
賛
成
少

数
を
も
っ
て
不
採
択
と
決
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら
述

べ
ら
れ
た
指
摘
及
び
意
見
な
ど
の
状
況
に
つ

い
て
、
そ
の
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
案
第
１
１
０
号
及
び
議
案
第
１
２
６
号

「
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」、�

指
定
管

理
者
の
候
補
者
の
選
定
に
は
、「
施
設
利
用

者
の
平
等
な
利
用
を
確
保
で
き
る
も
の
で
あ

る
こ
と
」、「
施
設
の
効
用
を
最
大
限
に
発
揮

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」、「
経
費
の
縮
減
が

図
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」、「
管
理
を
安

定
し
て
行
う
人
的
及
び
物
的
能
力
を
有
し
、

又
は
確
保
見
込
が
あ
る
こ
と
」な
ど
の
選
定

基
準
が
あ
り
、
そ
の
基
準
に
よ
り
、
申
請
内

容
を
総
合
的
に
審
査
し
選
定
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
議
会
へ
は
、
こ
れ
ら
の
選
定
基
準
に

基
づ
い
た
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
総

務
常
任
委
員
会
の
審
査
に
お
い
て
は
、
基
準

に
沿
っ
た
相
応
し
い
候
補
者
で
あ
る
か
の
判

断
に
、
相
応
の
審
査
資
料
が
必
要
と
な
る
。

審
査
時
に
は
、
検
討
を
行
う
た
め
に
十
分
な

資
料
を
提
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
三

次
市
に
合
う
適
正
な
指
定
管
理
制
度
と
な
る

よ
う
、
公
募
、
非
公
募
の
あ
り
方
を
含
め
、

制
度
の
充
実
に
向
け
た
研
究
を
重
ね
ら
れ
た

い
。

 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審

査
付
託
さ
れ
た
議
案
第
１
０
５
号「
三
次
市

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
係
る
基
準
に
関
す

る
条
例（
案
）」外
議
案
５
件
に
つ
い
て
は
、

全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら
述

べ
ら
れ
た
指
摘
及
び
意
見
に
つ
い
て
、
そ
の

主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
２
次
三
次
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る「
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
益
々
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
重
要
と
な
っ
て
く

る
。　

　

引
き
続
き
、
介
護
保
険
制
度
改
正
の
徹
底

し
た
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
人
員

体
制
の
整
備
な
ど
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
後
退

し
な
い
よ
う
、
関
係
機
関
・
関
係
者
と
よ
り

一
層
連
携
し
た
取
組
に
努
め
ら
れ
た
い
。

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審

査
付
託
さ
れ
た
議
案
第
１
１
３
号「
工
事
委

託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」及
び
議
案
第

１
２
５
号「
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

は
、
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
各
委
員
か
ら
述

べ
ら
れ
た
指
摘
及
び
意
見
に
つ
い
て
、
委
員

会
の
総
意
と
さ
れ
た
も
の
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

議
案
第
１
２
５
号
は
三
次
駅
西
駐
車
場
の

指
定
管
理
者
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
特
に
次
の
３
項
目
に
つ
い
て
指
摘

す
る
。

１�　

十
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
利
用

者
へ
の
駐
車
料
金
減
免
に
つ
い
て
は
、
十

日
市
自
治
連
合
会
及
び
指
定
管
理
者
と
十

分
協
議
し
、
運
用
が
公
平
公
正
で
、
利
用

し
や
す
い
仕
組
み
と
さ
れ
た
い
。

２�　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
指
摘
し
た
三
次

駅
西
駐
車
場
へ
の
進
入
路
付
近
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
は
、
ゆ
ず
り
あ
い
ゾ
ー
ン
設

置
や
看
板
設
置
等
の
準
備
を
進
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
引
き
続
き
、
効
果
的
な

啓
発
活
動
や
更
な
る
交
通
安
全
施
設
の
設

置
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

３�　

十
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
駐

車
場
は
常
時
不
足
し
て
お
り
、
今
後
を
不

安
視
す
る
意
見
が
多
い
。
供
用
開
始
後
も

状
況
把
握
に
努
め
ら
れ
、
不
足
す
る
場
合

は
、
立
体
駐
車
場
化
な
ど
に
よ
る
改
善
を

検
討
さ
れ
た
い
。

 

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
審

査
付
託
と
な
っ
た
議
案
第
１
１
６
号「
平
成

26
年
度
三
次
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５

号
）（
案
）」外
６
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
員

一
致
で
可
決
し
た
。

委
員
会
審
査

�

（
委
員
長
報
告
）
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　12月定例会では、15名が市政をただしました。
　質問と答弁の一部を発言順に紹介します。詳細については、会議録を製
本の後、議会事務局、各支所、三次市立図書館及び分館に常設します。
　また、三次市ホームページ（アドレスは下記のとおり）では会議録と本会
議の録画映像をご覧いただけます。
　なお、一問一答方式で一般質問を行っていますが、紙面の都合上まとめ
て記載しています。

市政を問う
平成26年12月定例会　一般質問

HPアドレス
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp
　　　　　　　 市議会のページ 　 市議会議事録
　　　　　　　　　　　　　 　 　 三次市議会インターネット配信 

質問１

資
格
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
人

の
受
診
確
保
は

　

経
済
的
等
の
理
由
に
よ
り
国
保
税
を
１
年

以
上
滞
納
す
る
と
資
格
証
が
発
行
さ
れ
、
医

療
費
全
額
が
自
己
負
担
と
な
る
た
め
、
医
療

を
受
け
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
。

　

国
は
、
こ
う
し
た
人
が
医
療
を
受
け
る
必

要
が
生
じ
、
一
時
負
担
が
困
難
で
あ
る
と
申

し
出
た
場
合
、
短
期
保
険
証
を
発
行
す
る
よ

う
市
町
村
に
通
知
を
出
し
て
い
る
が
、
市
の

対
応
は
。

答弁１

相
談
が
あ
れ
ば
経
済
的
事
情
等

を
考
慮
す
る

	

岡
本
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
部
長

　

資
格
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
一
律

に
交
付
す
る
の
で
は
な
く
、
個
別
の
面
談
や

納
付
相
談
に
応
じ
、
資
格
証
明
書
等
交
付
審

査
委
員
会
で
の
審
査
を
経
た
う
え
で
、
状
況

に
応
じ
て
短
期
保
険
証
を
発
行
す
る
な
ど
の

考
慮
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
入
院
や
手
術
な
ど
一
時
的
に
高
額

な
医
療
費
が
か
か
る
と
い
う
特
別
な
事
情
が

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
緊
急
的
な
対
応
と

し
て
短
期
証
を
交
付
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

質問２

国
保
の
広
域
化
で
問
題
は
解
決

す
る
の
か

　

国
は
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
国
保
の
運
営

を
都
道
府
県
単
位
化（
広
域
化
）し
よ
う
と
し

て
い
る
。
国
保
は
加
入
者
の
多
く
が
高
齢
者

や
低
所
得
者
な
ど
で
あ
る
た
め
、
財
政
な
ど

宿
命
的
な
問
題
が
あ
る
が
、
広
域
化
で
解
決

す
る
の
か
。

　

ま
た
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
に
つ
な
が
ら

な
い
か
伺
う
。

答弁２

財
政
基
盤
の
安
定
が
望
め
る

	

岡
本
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
部
長

　

広
域
化
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ

り
財
政
基
盤
の
安
定
が
望
め
る
が
、
制
度
が

抱
え
る
構
造
的
な
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、

国
の
財
政
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

	

増
田
市
長

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
最
後
の
砦
で
あ
る
国

保
制
度
を
堅
持
し
、
長
期
に
安
定
し
た
制
度

の
確
立
を
図
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
財
政
措

置
の
拡
充
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
国
保
財
政
の
不
足
分
を
全
て
加
入

者
へ
賦
課
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

須山　敏夫
日本共産党
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質問１

介
護
保
険
料
の
見
通
し
は

　

３
年
に
１
度
の
介
護
保
険
事
業
計
画
等
の

策
定
時
期
だ
が
、
前
回
は
介
護
保
険
料
が
平

均
41
・
３
％
値
上
げ
に
な
る
な
ど
市
民
の
許

さ
れ
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
。
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
、
今
年
３
月
末
で
６

３
３
人
に
な
っ
た
。
ベ
ッ
ド
数
の
増
床
計
画

や
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
の
見
通
し
は
。

答弁１

給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を	

考
慮
す
る

	

森
田
福
祉
保
健
部
長

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
介
護
報
酬
改

定
等
の
詳
細
や
本
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た
介

三次市の介護保険関連状況

2012年の介護保険料 41.3％の値上げ
（平均）

三次市の特別養護老人ホーム
の待機者（2014年3月末） 633人

要支援・要介護認定率 25.9％
(高齢者の4人に1人)

介護老人福祉施設数
（2012年） 県平均の1.89倍

小規模多機能型居宅
介護施設数（2012年） 県平均の1.97倍

短期入所生活介護施設数
（2012年） 県平均の2.43倍

護
保
険
法
改
正
に
伴
う
保
険
給
付
費
へ
の
影

響
額
等
が
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

も
あ
り
、
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
特
養
の
待
機
者
数
自
体
は
増
え
て

い
る
状
況
で
は
な
い
が
、
病
院
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
か
ら
の
入
所
希
望
が
少
し
伸
び
て
き

て
お
り
、
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

の
中
で
適
切
に
判
断
す
る
。

質問２

保
育
料
の
無
料
化
を

　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
続
く
中
で
、
出
産

の
95
％
を
占
め
る
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
女

性
の
定
住
対
策
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
特
に
子
育
て
支
援
に
関
し
て
は
、
24
時

間
保
育
の
新
設
や
０
歳
児
保
育
の
充
実
、
保

育
料
無
料
化
へ
の
取
組
な
ど
、
大
胆
な
政
策

転
換
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答弁２

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る

	

瀧
奥
子
育
て
支
援
部
長

　

本
市
で
は
現
在
小
児
救
急
医
療
24
時
間
体

制
を
は
じ
め
、
子
ど
も
の
発
達
支
援
、
妊
娠

や
子
育
て
に
係
る
費
用
負
担
の
軽
減
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
後
は
、
現
在
の
取
組
の
更
な
る
充
実
や

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、
子
育
て
世

代
の
女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
更
な
る
子
育
て
支
援
の
充
実
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
。

吉岡広小路
三次志士の会

質問１

障
が
い
者
の
視
点
で
誰
に
で
も	

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

　

視
覚
障
が
い
者
へ
の
行
政
通
知
書
に
点
字

使
用
や
、
ろ
う
あ
者
・
聴
覚
障
が
い
者
の
た

め
に
庁
舎
内
に
字
幕
掲
示
板
の
設
置
が
で
き

な
い
か
。
行
政
全
体
で
障
が
い
者
や
配
慮
の

必
要
な
方
の
把
握
を
し
、
少
数
派
の
弱
者
が

取
り
残
さ
れ
な
い
き
め
細
か
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答弁１

障
が
い
の
あ
る
方
に
優
し
い	

市
役
所
を
め
ざ
す

	

森
田
福
祉
保
健
部
長

　

市
が
情
報
発
信
す
る
際
の
封
筒
へ
の
点
字

の
活
用
等
も
含
め
、音
声
読
み
上
げ
装
置
の

活
用
、視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し

た
Ｉ
Ｔ
体
験
講
習
会
の
実
施
な
ど
、障
が
い

の
特
性
に
沿
っ
て
、有
効
か
つ
実
現
が
可
能

な
施
策
等
に
つ
い
て
現
在
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
字
幕
電
光
掲
示
板
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
そ
の
主
旨
を
考
え
た
場
合
、
市
役
所

等
で
は
聞
こ
え
の
不
自
由
な
方
に
対
し
て
は

職
員
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
本
来

的
な
姿
と
考
え
、
今
後
も
気
軽
に
窓
口
職
員

に
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
な
障
が
い
の
あ
る

方
に
優
し
い
市
役
所
を
め
ざ
し
て
い
く
。

質問２

女
性
と
子
ど
も
に

必
要
な
支
援
を

　
「
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
」制
度

の
期
間
延
長
を
市
独
自
で
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
教
育
ビ
ジ
ョ
ン「
三
次
夢
人
育

て
」小
中
一
貫
教
育
の
出
発
点
と
い
え
る
幼

児
期
、
地
元
保
育
所
へ
通
う
た
め
、
入
所
許

可
の
基
準
に
地
元
児
童
優
先
の
条
件
を
加
え

た
ら
ど
う
か
。

答弁２

生
活
資
金
貸
付
け
で
支
援
す
る

	

瀧
奥
子
育
て
支
援
部
長

　

高
等
技
能
訓
練
促
進
事
業
は
、
修
学
期
間

中
２
年
を
上
限
と
し
て
一
定
の
金
額
が
支
給

さ
れ
る
も
の
で
、
修
学
期
間
が
３
年
と
な
る

も
の
に
つ
い
て
残
り
の
１
年
は
、
母
子
福
祉

資
金
制
度
の
生
活
資
金
貸
付
け
に
よ
り
支
援

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
育
所
の
入
所
審
査
に
お
い
て
は
、

保
護
者
が
地
元
を
希
望
さ
れ
て
も
定
員
に
余

裕
が
な
い
場
合
に
は
入
所
が
で
き
に
く
い
状

況
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
就
学
面
を
考

え
る
と
地
元
の
保
育
所
の
方
が
子
ど
も
同
士

の
関
わ
り
を
図
る
う

え
で
は
望
ま
し
い
と

思
わ
れ
る
た
め
、
就

学
前
の
児
童
に
つ
い

て
は
、
で
き
る
だ
け

希
望
に
沿
う
よ
う
に

考
え
て
い
く
。

鈴木深由希
真 正 会
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質問１

農
業
振
興
に
農
業
担
い
手

バ
ン
ク
の
考
え
は

　

内
閣
府
の
世
論
調
査
で
都
市
部
に
住
む
人

の
32
％
が
農
山
漁
村
へ
の
定
住
願
望
を
持
っ

て
い
る
と
発
表
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
高

齢
化
な
ど
で
廃
業
を
考
え
て
お
ら
れ
る
農
家

か
ら
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

そ
の
農
家
の
基
盤
を
引
き
継
げ
る
よ
う
、
市

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
紹
介
や
相
談
窓

口
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答弁１

情
報
提
供
の
手
法
等
を

検
討
す
る

	

上
岡
産
業
部
長

　

離
農
者
の
農
業
経
営
基
盤
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
新
規
就
農
者
の
就
農
時
や
既
存
の
農

家
の
経
営
拡
大
の
際
の
支
援
と
し
て
は
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

農
業
経
営
基
盤
の
出
し
手
と
受
け
手
の
希

望
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い
こ
と
が
多

く
、
有
効
活
用
策
や
情
報
提
供
の
手
法
に
つ

い
て
は
、
県
・
Ｊ
Ａ
・
備
北
地
域
農
業
青
年

ク
ラ
ブ
等
の
関
係
機
関
・
関
係
団
体
や
庁
内

関
係
部
署
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
検
討

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
田
畑
の
有
無
の
情
報
や
農
地

質問１

尾
道
松
江
線
整
備
の

今
後
の
対
応
は

　

も
う
す
ぐ
尾
道
松
江
線
が
全
線
開
通
を
す

る
が
、
こ
の
間
、
地
元
対
策
協
議
会
と
設
計

協
議
確
認
書
を
交
わ
し
て
い
る
が
、
ど
れ
だ

け
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
附
帯
施
設

の
維
持
管
理
や
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
今
後
の
事
後
調
査
や
対
応
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答弁１

地
元
の
管
理
負
担
を
出
来
る

だ
け
生
じ
さ
せ
な
い

	

花
本
建
設
部
長

　

設
計
協
議
確
認
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
を
め
ど
に
整
備
完
了
す
る
予
定
で
あ

る
と
聞
い
て
い

る
。
側
道
等
の

維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
地
元

の
管
理
負
担
や

市
の
負
担
が
出

来
る
だ
け
生
じ

な
い
よ
う
、
防

草
コ
ン
ク
リ
ー

ト
等
の
対
策
が

完
了
し
た
も
の

の
取
得
手
続
き
等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

る
。質問２

新
庁
舎
に
お
け
る
窓
口
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は

　

４
月
よ
り
各
部
局
が
本
庁
舎
に
集
ま
っ
て

く
る
が
、
来
ら
れ
た
お
客
様
に
一
つ
の
窓
口

で
そ
の
席
か
ら
移
動
し
な
い
で
証
明
書
発
行
、

異
動
受
付
、
国
保
・
年
金
・
医
療
、
税
金
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
届
出
相
談
な
ど
の
手
続
き

が
で
き
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
か
。

答弁２

関
係
す
る
部
署
を

集
中
配
置
す
る

	

藤
井
総
務
部
長

　

４
月
か
ら
は
、
分
散
し
て
い
る
部
署
の
大

半
を
本
庁
舎
に
集
約
さ
せ
、
窓
口
業
務
に
関

係
す
る
部
署
を
集
中
配
置
す
る
よ
う
計
画
し

て
い
る
。

　

税
、
保
険
、
年
金
、
福
祉
保
健
、
子
育

て
・
女
性
支
援
等
、
関
連
部
署
を
で
き
る
だ

け
隣
接
さ
せ
、
内
部
の
連
携
を
強
化
し
、
適

切
な
案
内
や

親
切
丁
寧
な

対
応
を
進
め

市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

を
移
管
し
て
い
た
だ
く
よ
う
留
意
し
、
国
と

協
定
を
結
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
騒
音
に
つ
い
て
は
11
月
に
調
査
が

実
施
さ
れ
た
。
水
位
水
質
に
つ
い
て
は
定
期

的
に
観
測
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、
供
用
開
始

後
も
引
き
続
き
調
査
が
行
わ
れ
る
と
聞
い
て

い
る
。

質問２

寺
町
廃
寺
跡
の
整
備
は

　

寺
町
廃
寺
跡
は
昭
和
59
年
５
月
に
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
何
ら
整
備
が
行

わ
れ
て
い
な
い
。
中
長
期
的
な
視
点
で
整
備

計
画
の
見
直
し
が
必
要
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、

早
期
に
具
体
的
な
年
次
計
画
を
示
し
、
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答弁２

方
向
性
を
検
討
す
る

	

児
玉
教
育
長

　

史
跡
寺
町
廃
寺
跡
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
の
社
会
情
勢
や
財
政
状
況
の
変
化
等

に
よ
り
当
初
計
画
通
り
実
施
す
る
こ
と
は
大

変
困
難
で
あ
る
。
現
在
は
史
跡
保
全
の
た
め
、

年
２
回
の
草
刈
り
と
溝
上
げ
を
実
施
す
る
に

留
ま
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
平
成
27
年
度
に
予
定
さ
れ
た
文

化
全
般
に
係
る
体
制
の
見
直
し
の
中
で
、
本

市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
等
と

連
携
・
協
議
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性

が
あ
る
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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質問１

経
常
経
費
を
抑
え
る
た
め
に

物
件
費
の
抑
制
を

　

正
職
員
を
減
ら
し
人
件
費
は
項
目
と
し
て

減
っ
て
い
る
が
、
代
わ
り
に
雇
用
し
た
臨
時

職
員
、
嘱
託
員
の
賃
金
や
指
定
管
理
、
委
託

料
の
中
の
人
件
費
に
相
当
す
る
支
出
は
物
件

費
の
中
に
紛
れ
込
ん
で
お
り
、
人
に
支
払
わ

れ
る
支
出
は
あ
ま
り
減
っ
て
い
な
い
。

　

根
本
解
決
の
た
め
に
は
三
次
の
財
政
規
模

に
適
し
た
数
ま
で
類
似
施
設
や
効
果
を
上
げ

て
い
な
い
施
設
の
整
理
を
早
急
に
進
め
る
べ

き
で
は
。

答弁１

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を

策
定
す
る

	

藤
井
総
務
部
長

　

昨
年
度
か
ら
準
備
し
て
い
る
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
は
、
公
共
施
設
の
現
況
や
課

題
、
将
来
見
通
し
等
を
明
確
に
し
、
ま
ち
づ

く
り
や
財
政
運
営
の
面
か
ら
長
期
的
視
点
を

持
っ
て
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
を
計
画

的
に
行
う
こ
と
な
ど
、
公
共
施
設
等
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
年
度
は
白
書
を
策
定
、
来
年
度
は
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
を
策
定
し
、
そ
の
後
、
個
別
施
設
計
画

に
つ
い
て
順
次
策
定
し
て
い
く
。
た
だ
し
、

老
朽
施
設
な
ど
で
必
要
性
が
な
い
こ
と
が
明

質問１

定
住
対
策
と
交
流
人
口
拡
大
へ

の
方
策
は

　

定
住
・
交
流
の
外
向
き
の
取
組
と
し
て
、

「
み
よ
し
」と
い
う
地
名
の
認
知
度
を
高
め
る

売
り
込
み
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
の

取
組
は
。
ま
た
、
専
門
の
営
業
部
の
創
設
、

あ
る
い
は
専
門
業
者
に
委
託
し
て
は
ど
う
か
。

内
向
き
の
取
組
と
し
て「
三
世
代
同
居
支
援

事
業
」や
市
内
企
業
間
の
交
流
事
業
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

答弁１

定
住
対
策
室
を
課
に
昇
格
さ
せ

取
り
組
む

	

福
永
地
域
振
興
部
長

　

認
知
度
を
高
め
る
取
組
で
は
情
報
発
信
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
全
国
誌
に

広
告
を
掲
載
し
た
。
来
年
１
月
に
は
東
京
で

の
定
住
フ
ェ

ア
で
、
本
市

へ
の
移
住
者

が
体
験
談
を

発
表
す
る
機

会
を
得
た
。

専
門
業
者
へ

の
外
部
委
託

は
検
討
課
題

で
あ
る
。

　

三
世
代
同

居
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、

白
な
施
設
は
、
計
画
策
定
中
で
あ
っ
て
も
譲

渡
や
統
廃
合
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で

あ
る
。

質問２

積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致

活
動
を

　

合
宿
に
よ
る
交
流
人
口
増
加
を
め
ざ
す
な

ら
、
ま
ず
各
施
設
の
利
用
状
況
等
を
把
握
し
、

各
施
設
の
概
要
や
利
用
料
金
、
宿
泊
施
設
等

の
一
覧
を
掲
載
し
た
Ｈ
Ｐ
や
冊
子
を
作
成
す

る
な
ど
、
営
業
で
き
る
体
制
を
確
立
す
べ
き

で
は
。

答弁２

ス
ポ
ー
ツ
課
を
組
織
化
す
る

	

白
石
教
育
次
長

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
概
要

等
の
一
覧
は
あ
る
が
、
利
用
料
金
も
掲
載
す

る
よ
う
検
討
す
る
。
ま
た
、
三
次
市
観
光
宿

泊
・
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
助
成
事
業
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
、
宿
泊
施
設
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
紹
介
し
て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
飲

食
施
設
や
観
光
施
設
も
掲
載
し
て
い
る
が
、

医
療
機
関
や
各
施
設
ま
で
の
交
通
ア
ク
セ
ス

情
報
を
併
せ
て
掲
載
し
た
も
の
は
な
い
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
含
め
今
後
検

討
す
る
。

	

増
田
市
長

　

ス
ポ
ー
ツ
課

を
４
月
か
ら
組

織
化
す
る
考
え

で
あ
り
、
そ
の

中
で
十
分
検
討

し
て
い
く
。

現
行
の
新
築
奨
励
金
制
度
や
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
な
ど
の
運
用
を
踏
ま
え
て
、
十
分
な

議
論
と
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
新
た
な
婚
活
対
策
事
業
の
中
で
、

企
業
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
若
者
社
員
の
交
流

や
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

	

増
田
市
長

　

現
在
の
定
住
対
策
室
を
課
に
昇
格
さ
せ
、

定
住
対
策
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

質問２

建
設
工
事
の
入
札
の
是
正
を

　

建
設
工
事
業
者
の
ラ
ン
ク
付
け
に
お
い
て

主
観
数
値
に
不
透
明
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　

ま
た
、
設
計
額
と
予
定
価
格
と
の
差
が
有

り
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
是
正
を
指
摘
す

る
。答弁２

主
観
が
入
る
余
地
は
な
い

	

部
谷
財
務
部
長

　

ラ
ン
ク
は
、
県
が
行
う
経
営
事
項
審
査
の

総
合
評
定
値
を
ベ
ー
ス
と
し
、
市
が
発
注
し

た
建
設
工
事
の
完
成
工
事
成
績
、
指
名
除
外

の
状
況
、
建
設
労
働
災
害
防
止
協
会
へ
の
加

入
の
有
無
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
・

登
録
の
有
無
等
々
を
加
点
し
、
工
種
別
に
客

観
的
に
決
定
し
て
お
り
、
主
観
が
入
る
余
地

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

	

高
岡
副
市
長

　

予
定
価
格
は
地
方
自
治
法
、
契
約
規
則
に

基
づ
き
発
注
者
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
設

定
し
て
お
り
、
本
市
に
は
、
い
わ
ゆ
る
歩
切

り
と
い
う
も
の
は
無
い
。
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質問１
「
ト
レ
ッ
タ
み
よ
し
」は
他
市
と

の
交
流
が
必
要
で
は

　

ト
レ
ッ
タ
み
よ
し（
農
業
交
流
連
携
拠
点

施
設
）は
市
全
域
を
対
象
に
農
業
生
産
力
の

強
化
、
販
売
力
の
強
化
を
狙
い
、
農
林
水
畜

産
物
等
の
生
産
か
ら
販
売
を
つ
な
ぐ
役
割
を

担
う
施
設
だ
が
、
順
調
に
運
営
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
更
に
市
中
心
部
へ
の
集
客
力
を

高
め
る
た
め
、
他
の
市
町
と
の
交
流
も
必
要

で
は
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
黒
字
化
し
た
場
合
は
消
費
税
対
策

や
出
品
さ
れ
る
の
に
手
数
料
を
支
払
わ
れ
る

生
産
者
へ
の
利
益
還
元
な
ど
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答弁１

広
域
的
な
連
携
も
図
っ
て
い
く

	

上
岡
産
業
部
長

　

ト
レ
ッ
タ
み
よ
し
を
生
産
者
と
消
費
者
が

交
流
す
る
場
と
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
生
産
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
、

技
術
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
出
荷
者
の
連

携
を
促
し
、
集
荷
・
販
売
力
を
強
化
す
る
拠

点
と
位
置
付
け
て
お
り
、
本
市
産
品
の
魅
力

や
価
値
を
高
め
、
更
に
は
広
域
的
な
連
携
も

図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
本
施
設
は
生
産
者
へ
の
利
益
還
元

質問１

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お
い
て

積
み
残
し
と
な
る
事
業
へ
の
対
応
は

　

本
年
度
で
終
了
と
な
る
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
お
い
て
、
積
み
残
し
事
業
の
う
ち
31

が
フ
ォ
ロ
ー
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
見
込

み
と
な
っ
た
。
地
域
審
議
会
の
意
見
具
申
で

は
、
事
業
進
捗
率
の
低
い
旧
町
村
の
地
域
格

差
の
是
正
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
対

応
を
伺
う
。

答弁１

フ
ォ
ロ
ー
事
業
は
計
画
期
間
内

着
手
で
取
り
組
む

	

福
永
地
域
振
興
部
長

　

フ
ォ
ロ
ー
事
業
の
31
事
業
に
つ
い
て
は
、

計
画
期
間
内
の
着
手
を
目
途
に
取
り
組
む
。

　

事
業
の
執
行
状
況
は
、
毎
年
度
公
開
し

チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
た
だ
け

る
状
況
表
の

作
成
を
検
討

し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域

審
議
会
に
代

わ
る
市
民
の

チ
ェ
ッ
ク
方

法
に
つ
い
て

を
基
軸
に
据
え
て
い
る
。
還
元
方
法
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

質問２

平
成
27
年
度
基
準
宅
地
の	

評
価
額
は

　

12
月
２
日
に
報
道
さ
れ
た
広
島
県
内
の
平

成
27
年
度
基
準
宅
地
の
評
価
額
が
三
次
市
は

23
市
町
で
減
額
率
が
１
番
少
な
い
。
こ
の
こ

と
を
増
田
市
長
は
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
の

か
。答弁２

良
い
数
値
で
あ
る

	

増
田
市
長

　

本
市
の
土
地
価
格
の
下
落
が
少
な
い
要
因

は
分
析
し
て
い
な
い
が
、
大
い
に
注
目
し
て

お
り
、
三
次
駅
周
辺
整
備
事
業
や
市
民
ホ
ー

ル
な
ど
の
大
き
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
尾
道
松
江
線
の
全
線
開
通
を
控

え
て
い
る
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　

こ
の
数
値
を
良
い
方
向
に
判
断
し
な
が
ら
、

施
策
・
事
業
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

は
、
何
が
有
用
で
あ
る
か
行
政
内
部
で
協
議

を
し
て
い
く
。

	

増
田
市
長

　

フ
ォ
ロ
ー
事
業
に
登
載
し
な
い
事
業
に
つ

い
て
も
、
地
域
の
願
い
を
近
い
将
来
に
実
現

で
き
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
く
。

質問２

救
急
車
両
の
通
行
困
難
箇
所
を

改
善
す
べ
き
で
は

　

安
全
安
心
な
市
民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、

道
路
整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
。
い
ま
だ
救
急

車
両
が
通
行
困
難
な
箇
所
が
あ
り
、
救
急
活

動
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
る
。
高
齢
化

社
会
を
迎
え
、
在
宅
で
の
医
療
介
護
を
支
え

る
た
め
に
も
道
路
整
備
を
進
め
る
べ
き
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
う
。

答弁２

関
係
者
の
協
力
を
い
た
だ
く	

中
で
整
備
を
進
め
る

	

花
本
建
設
部
長

　

消
防
が
調
査
し
た
救
急
車
の
通
行
困
難
箇

所
に
は
、
全
く
通
行
で
き
な
い
わ
け
で
は
な

く
、
安
全
を
考
慮
し
、
手
前
で
車
両
を
止
め

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
よ
る
対
応
を
行
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
救
急

車
が
家
の
前
ま
で
入
れ
な
い
状
況
は
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
は
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
地
形
的
な
危

険
度
や
緊
急
度
に
重
点
を
置
き
、
用
地
の
確

保
な
ど
関
係
者
の
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

桑田　典章
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質問１

定
住
対
策
の
取
組
は

　

定
住
へ
の
取
組
は
、
流
入
人
口
の
取
組
と

現
住
市
民
へ
の
手
立
て
と
二
通
り
有
る
と
思

う
。
特
に
子
育
て
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
若

い
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
施
策
が
必

要
で
あ
る
。
ゴ
ミ
の
選
別
、
保
育
所
、
就
労

の
問
題
等
々
市
民
の
利
便
性
を
高
め
る
べ
き

と
思
う
。

答弁１

意
向
調
査
を
行
っ
て
い
る

	

福
永
地
域
振
興
部
長

　

本
市
の
定
住
対
策
と
し
て
、
特
に
子
育
て

世
代
で
あ
る
若
者
の
定
住
を
増
や
す
こ
と
は

重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
４
つ
の
挑
戦

を
基
本
に
就
労
支
援
や
子
育
て
支
援
、
教
育

の
充
実
、
女
性
の
活
躍
支
援
な
ど
の
環
境
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
市
内
の
定
住
者
を
中
心
に
定
住
対

策
の
意
向
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
調
査

で
明
ら
か
に
な
る
現
状
や
課
題
を
踏
ま
え
、

今
後
に
向
け
て
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

質問２

教
育
委
員
会
制
度
改
革
に	

問
題
は
な
い
か

　

教
育
改
革
に
よ
り
、
教
育
行
政
が
首
長
直

轄
と
な
る
こ
と
は
危
険
だ
と
感
じ
て
い
る
。

今
回
の
改
革
は
権
力
に
よ
る
教
育
へ
の
介
入

を
戒
め
た
教
育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
、
権

力
が
自
由
に
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
三
次
の
教
育
が
ど
う
な
る
の
か

大
変
危
惧
を
し
て
い
る
。
教
育
の
中
立
性
は

保
て
る
の
か
伺
う
。

答弁２

独
自
性
は
担
保
さ
れ
る
べ
き

	

増
田
市
長

　

教
育
委
員
会
の
政
治
的
中
立
性
、
継
続
性
、

安
定
性
の
確
保
は
引
き
続
き
重
要
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
の
独
自
性
は
担
保
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
る
。
そ
れ
ら
の
点
を
確
保
し
た
上
で
、

地
方
教
育
行
政
の
権
限
と
責
任
を
明
確
に
し
、

子
ど
も
た
ち
に
責
任
あ
る
対
応
を
行
う
た
め

に
は
、
地
域
の
民
意
を
代
表
す
る
首
長
が
教

育
長
の
任
命
権
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
教

育
行
政
に
連
帯
し
て
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う

な
体
制
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

最
終
的
に

は
、
市
民
の

意
思
や
議
会

の
力
で
首
長

の
権
限
の
抑

制
や
調
整
が

な
さ
れ
て
い

く
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

大森　俊和
市民クラブ

みらさか学園

質問１

投
票
区
の
見
直
し
は
丁
寧
で	

温
か
い
対
応
を

　

選
挙
管
理
委
員
会
が
、
１
投
票
区
を
３
０

０
人
以
上
に
統
合
し
現
在
の
95
投
票
区
を
59

投
票
区
に
し
、
４
３
０
万
円
の
経
費
節
減
と

効
率
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
周
辺
部

の
切
り
す
て
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
投

票
権
を
守
る
こ
と
が
選
挙
管
理
委
員
会
の
使

命
で
あ
り
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
や
社

会
福
祉
協
議
会
と
の
協
議
も
せ
ず
、
機
械
的

に
線
引
き
を
し
、
選
管
の
使
命
を
自
ら
放
棄

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
再
度
検
討
さ
れ

た
い
。

答弁１

素
案
の
修
正
作
業
を

行
っ
て
い
る

	

上
野
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

投
票
区
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
素
案
を

作
成
し
関
係
す
る
住
民
自
治
組
織
を
基
に
ご

意
見
を
聴
取
し
て
き
た
。

　

現
在
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
素
案
の
修
正
作

業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
原
案
と
し
て
住

民
自
治
組
織
、
住
民
や
議
会
へ
の
説
明
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
前
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

素
案
で
は
４
月
の
統
一
地
方
選
か
ら
の
実

施
を
計
画
し
て
い
た
が
、
意
見
聴
取
の
結
果
、

修
正
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、
計

画
ど
お
り
の
実
施
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

質問２

今
後
の
鳥
獣
被
害
対
策
は

　

こ
こ
３
年
間
の
鳥
獣
駆
除
頭
数
と
被
害
面

積
、
被
害
額
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。

市
独
自
の
対
策
は
。

答弁２

侵
入
路
等
の
分
析
を
行
う

	

上
岡
産
業
部
長

　

有
害
鳥
獣
駆
除
頭
数
は
、
駆
除
班
の
精
力

的
な
活
動
に
よ
り
増
加
し
て
い
る
。
被
害
面

積
は
、
有
害
鳥
獣
被
害
の
防
止
、
軽
減
を
図

る
た
め
、
農
業
者
の
防
護
柵
設
置
や
駆
除
活

動
を
は
じ
め
、
市
広
報
や
研
修
会
開
催
な
ど

の
啓
発
事
業
を
実
施
し
て
い
る
も
の
の
減
少

し
て
い
な
い
。

　

こ
の
原
因
と
し
て
イ
ノ
シ
シ
等
の
ひ
そ
み

場
所
が
里
山
周
辺
に
移
動
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
り
、
鳥
獣
被
害
現
場
で
の
イ
ノ
シ
シ
等

の
侵
入
路
等
の
分
析
を
行
い
、
よ
り
効
果
的

な
防
護
柵
設
置
や
駆
除
を
推
進
す
る
た
め
、

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
協
議
会
で
も
情
報
共
有

や
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

保実　　治
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質問１

地
域
活
性
化
策
は

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
山
間

地
で
交
通
買
物
弱
者
の
対
策
が
今
後
の
地
域

継
続
の
カ
ギ
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
何
か
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。
全
国
的
に
も
研
究

が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
本
市
で
も
各
種
団
体

等
と
研
究
会
を
発
足
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。答弁１

拠
点
性
を
活
か
し
て

未
来
を
切
り
拓
く

	

福
永
地
域
振
興
部
長

　

今
年
度
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
け
、

拠
点
性
を
活
か
し
て
本
市
の
未
来
を
切
り
拓

く
こ
と
を
命
題
に
議
論
し
た
。
今
後
、
支
所

や
各
住
民
自
治
組
織
と
と
も
に
、
地
域
に

と
っ
て
必
要
な
機
能
、
地
域
・
生
活
の
拠
点

と
い
っ
た
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い

く
。
そ
の
中
で
、
買
い
物
や
交
通
手
段
と

い
っ
た
問
題
も
当
然
取
り
上
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
論
議
に
は
、
調
査
・
研
究

が
必
要
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
学
識
経
験
者

や
民
間
の
知
見
者
等
か
ら
意
見
を
聞
け
る
仕

組
み
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

質問２

経
済
活
性
化
策
は

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
す
る
こ
と
な
く
行

政
を
進
め
る
に
は
財
源
な
く
し
て
は
あ
り
え

な
い
。
自
主
財
源
を
高
め
る
た
め
に
も
、
地

方
創
生
を
打
ち
出
し
て
い
る
政
府
に
対
し
て
、

市
長
は
何
を
訴
え
三
次
の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
三
次
藩
札
の

発
行
の
評
価
は
ど
う
か
。

答弁２

国
に
積
極
的
に
提
案
す
る

	

増
田
市
長

　

ご
提
案
の
と
お
り
、
私
も
国
に
具
体
的
に

提
案
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
り
、
毎
年
国
の

予
算
要
求
前
に
照
準
を
合
せ
て
主
要
事
業
提

案
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
独
自
の
政
策
展
開
に
よ
る
特

色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
行
財
政
改
革
の
推
進

な
ど
の
主
体
的
な
取
組
が
総
合
的
に
評
価
さ

れ
、
市
民
ホ
ー
ル
建
設
に
８
億
強
の
社
会
資

本
総
合
整
備
交
付
金
を
受
け
、
更
に
は
13
億

７
千
万
の
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
、
５
億

３
千
万
で
全
国
５
番
目
の
額
と
な
っ
た
が
ん

ば
る
地
域
交
付
金
を
受
け
た
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
国
の
財
政
支
援
を
待
つ
の

で
は
な
く
、
積
極
的
に
施
策
を
提
案
し
て
い

く
。

	

高
岡
副
市
長

　

三
次
藩
札
は
11
月
23
日
に
発
売
し
、
11
月

26
日
ま
で
の
４
日
間
で
完
売
し
た
。
ま
た
、

大
変
良
い
時
期
に
発
行
が
で
き
た
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

小田　伸次
と も え

質問１

た
め
池
補
強
工
事
の

地
元
負
担
軽
減
を

　

た
め
池
は
農
業
用
水
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
水
害
の
防
止
、
土
砂
の
流
出
防
止
な
ど
多

面
的
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
昭
和
10
年
、
30
～
40
年
代
に
作
ら
れ

た
も
の
が
多
く
、
大
規
模
地
震
等
に
よ
る
崩

壊
を
心
配
す
る
声
が
あ
る
。
た
め
池
の
耐
震

調
査
と
補
強
工
事
の
地
元
負
担
軽
減
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答弁１

国
、
県
に
強
く
要
望
す
る

	

上
岡
産
業
部
長

　

広
島
県
地
域
防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
て
い

る
重
要
た
め
池
５
０
３
箇
所
の
う
ち
、
堤
高

10
ｍ
以
上
ま

た
は
貯
水
量

10
万
㎥
以
上

の
大
規
模
で

受
益
面
積
が

２
ha
以
上
の

た
め
池
に
つ

い
て
、
三
次

市
内
で
は
平

成
25
年
度
に

５
箇
所
の
耐

震
診
断
調
査
を
実
施
し
、
１
箇
所
に
つ
い
て

健
全
度
が
低
い
と
の
結
果
が
出
た
。

　

県
の
耐
震
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
健
全
度

の
低
い
た
め
池
に
つ
い
て
は
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。
事
業
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

そ
の
重
要
性
か
ら
も
地
元
負
担
を
軽
減
す
る

よ
う
に
国
、
県
に
強
く
要
望
を
し
て
い
く
。

質問２

稲
作
農
家
へ
の
救
援
策
は

　

今
年
度
の
広
島
県
米
の
作
況
指
数
は
95
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
米
価
も
下
落
し
た
こ
と
に

よ
り
10
ａ
当
た
り
４
万
７
０
０
円
の
減
収
と

な
っ
た
。

　

稲
作
農
家
に
と
っ
て
大
変
な
年
と
な
っ
た

が
、
救
援
策
等
々
の
考
え
は
。

答弁２

経
営
の
複
合
化
を
支
援
す
る
	

上
岡
産
業
部
長

　

米
価
下
落
に
対
す
る
収
益
確
保
を
図
る
た

め
、
水
稲
の
単
一
経
営
か
ら
高
収
益
の
品
目

等
を
導
入
し
、
経
営
の
複
合
化
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
現
在
、
市
の
振
興

作
物
と
し
て
は
ア
ス
パ
ラ
、
菊
、
ピ
ー
マ
ン

等
を
推
進
し
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
県

や
全
農
、
Ｊ
Ａ
が
推
進
し
て
い
る
作
物
を
導

入
し
て
産
地
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

池田　　徹
市民クラブため池
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質問１

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た	

公
共
施
設
の
総
合
的
な
管
理
を

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
、
財

政
状
況
が
厳
し
い
中
、
今
後
の
ハ
コ
モ
ノ
建

設
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
本
市

で
も
三
次
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
白
書
編
）を
策
定
中
で
あ
る
が
、
白
書
を
つ

く
り
、
現
状
把
握
し
、
課
題
を
見
つ
け
、
今

後
の
基
本
計
画
の
策
定
や
目
標
を
設
定
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
管
理
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

答弁１

財
産
管
理
課
を
新
設
す
る

	

増
田
市
長

　

本
市
で
は
、
平
成
16
年
の
合
併
に
よ
っ
て

多
く
の
公
共
施
設
を
管
理
運
営
す
る
状
況
と

な
り
、
将
来
的
な
対
応
に
つ
い
て
様
々
な
課

題
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、

本
年
度
、
来

年
度
の
２
カ

年
で
公
共
施

設
等
総
合
管

理
計
画
を
策

定
し
、
公
共

施
設
の
更
新
、

統
廃
合
、
長
寿
命
化
等
の
基
本
的
な
方
針
を

定
め
て
い
く
。
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
協
議
も
十
分
に
行
い
、

更
に
は
、
来
年
度
の
組
織
機
構
の
改
革
と
し

て
財
産
管
理
課
を
新
設
し
推
進
し
て
い
く
。

質問２

地
域
応
援
隊
の
成
果
は

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
や
新
し
い
公
共
の
考

え
方
の
延
長
で
地
域
応
援
隊
を
設
置
し
た
の

は
理
解
で
き
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
地

域
の
中
に
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
活
動
の
成
果
や
問
題

点
に
つ
い
て
伺
う
。

答弁２

発
足
し
て
ま
だ
２
カ
月

	
福
永
地
域
振
興
部
長

　

発
足
か
ら
２
カ
月
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
応

援
隊
で
住
民
自
治
組
織
の
役
員
の
皆
さ
ん
と

の
初
顔
合
わ
せ
に
は
じ
ま
り
、
地
域
課
題
等

を
把
握
す
る
た
め
の
会
合
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
発
足
か
ら
こ
の
間
の

整
理
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
状
況
な
ど

を
共
有
す
る
た
め
に
、
１
回
目
の
地
域
応
援

隊
班
長
会
議
を
開
催
し
た
。
今
年
度
中
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
顔
合
わ
せ
と
地
域
を
知

る
こ
と
を
中
心
に
活
動
し
て
い
く
。

　

ま
だ
発
足
し
て
２
カ
月
で
あ
り
具
体
的
な

課
題
等
は
な
い
が
、
今
後
、
課
題
が
発
生
し

た
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
協
議
を
行
い
解
決
し

て
い
く
。

林　　千祐
と も え

質問１

ひ
と
り
親
家
庭
に
公
的
支
援
の

周
知
を

　

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
・
自
立
支
援
教
育

訓
練
給
付
・
日
常
生
活
支
援
事
業
な
ど
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
公
的
支
援
制
度
は
色
々
あ
る

中
で
、
全
国
的
に
も
利
用
率
が
10
％
以
下
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
し
っ

か
り
周
知
を
図
り
実
効
性
を
上
げ
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
。

答弁１

情
報
提
供
に
努
め
る

	

瀧
奥
子
育
て
支
援
部
長

　

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
制
度
に
つ
い
て

は
、
手
当
等
の
こ
と
を
含
め
相
談
時
に
ご
説

明
す
る
と
と
も
に
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
周
知
に
努
め
て
い
る
。
今
後

と
も
、
よ
り
利
用
効
果
が
上
が
る
よ
う
情
報

の
提
供
に
つ
い
て
努
め
て
い
く
。

質問２

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
連
携
を

　

近
年
、
ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
な
ど
自
立

や
就
労
に
悩
む
若
者
が
増
え
て
い
る
。
ひ
き

こ
も
り
対
策
と
し
て
※
注「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活

動
」が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て

も
訪
問
支
援
員
の
養
成
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
民
間

団
体
と
の
連
携
が
重
要
と
考
え
る
。
ま
た
、

関
係
者
ら
に
よ
る
支
援
会
議
も
必
要
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

※
注
…
訪
問
支
援
活
動
の
こ
と

答弁２

連
絡
会
議
等
を
検
討
す
る

	

森
田
福
祉
保
健
部
長

　

ひ
き
こ
も
り
は
、
そ
の
要
因
や
状
況
が
多

岐
に
渡
り
、
対
処
方
法
に
も
専
門
性
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
家
庭
訪
問
す
る
際
の
保
健

師
な
ど
職
員
の
対
応
技
法
等
専
門
性
の
力
量

を
高
め
る
た
め
の
取
組
と
と
も
に
、
県
や
事

業
の
受
託
者
で
あ
る
事
業
所
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
関

係
団
体
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
訪
問
事
業

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
も
今
後
の
有
効
な
手

段
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
立
支
援
に
対
す
る
専
門
知
識
を

有
す
る
方
や
地
域
の
相
談
員
、
民
間
の
支
援

団
体
等
と
の
連
携
、
協
力
は
欠
か
せ
な
い
と

考
え
て
お
り
、
今
後
、
ひ
き
こ
も
り
に
関
す

る
連
絡
会
議
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

岡田美津子
公 明 党

三次市生涯学習センター、
青少年女性センター　 　
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市
政
を
問
う

そ
の
他
の
質
問

吉
岡 

議
員

平
成
27
年
度
普
通
建
設
事
業
費
を
70
億

円
減
額
と
す
る
財
政
見
通
し
は
極
端
で

は
な
い
か
。

今
年
度
大
型
事
業
が
集
中
し
た
た
め
で

あ
り
、
必
要
な
事
業
規
模
は
確
保
す
る
。

高
野
、
世
羅
の
道
の
駅
に
挟
ま
れ
て
、

ト
レ
ッ
タ
み
よ
し
だ
け
で
集
客
で
き
る

の
か
。

近
隣
に
は
美
術
館
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
等
が

集
積
し
て
お
り
観
光
の
拠
点
と
な
り
え

る
。

女
性
の
就
労
促
進
、
定
住
の
た
め
に
は

若
い
女
性
を
想
定
し
た
企
業
誘
致
を
す

べ
き
。

食
品
関
連
、
医
療
・
医
薬
品
関
連
等
の

製
造
業
に
照
準
を
定
め
誘
致
活
動
を
し

て
い
る
。

鈴
木 

議
員

本
市
に
は
吟
行
の
目
的
地
と
な
り
え
る

資
源
が
あ
る
た
め
、
俳
句
・
短
歌
祭
り

を
企
画
し
て
は
ど
う
か
。

文
化
団
体
等
の
取
組
を
基
軸
と
し
て
観

光
Ｐ
Ｒ
と
し
て
可
能
な
こ
と
に
つ
い
て

取
り
組
む
。

齊
木 

議
員

地
域
の
道
路
保
全
や
見
回
り
を
す
る
地

域
保
全
要
員
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

多
様
な
維
持
管
理
業
務
に
対
応
す
る
た

め
土
木
業
者
へ
の
委
託
で
対
応
す
る
。

花
の
里
み
よ
し
推
進
事
業
の
準
備
は
植

樹
に
適
し
た
時
期
に
間
に
合
う
か
。

桜
の
２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
の
植
栽

適
期
に
あ
わ
せ
準
備
を
進
め
て
い
る
。

澤
井 
議
員

地
域
の
状
況
に
あ
っ
た
人
材
を
雇
用
で

き
る
集
落
支
援
員
を
な
ぜ
導
入
し
な
い

の
か
。

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
他
市
に

誇
れ
る
住
民
自
治
組
織
が
既
に
あ
る
た

め
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
道
路
等

の
異
常
を
解
決
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

情
報
収
集
、
把
握
の
た
め
に
は
有
用
で

あ
る
た
め
、
今
後
の
参
考
と
し
た
い
。

杉
原 

議
員

政
策
的
事
業
に
充
て
る
財
源
を
確
保
す

る
た
め
に
経
常
経
費
の
削
減
を
。

無
駄
な
も
の
は
徹
底
的
に
削
減
し
て
い

く
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿
誘
致
の
取
組
状
況

は
ど
う
か
。

啓
発
用
横
断
幕
、
グ
ッ
ズ
の
製
作
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
講
演
会
の
開
催
支

援
等
を
行
っ
て
い
る
。

宍
戸 

議
員

ひ
ろ
し
ま
森
づ
く
り
事
業
に
市
の
財
源

を
加
え
、
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
ら
な
い
か
。

現
行
の
予
算
で
対
応
で
き
て
お
り
、
上

乗
せ
は
考
え
て
い
な
い
。

桑
田 

議
員

山
林
伐
採
に
対
す
る
市
の
指
導
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

伐
採
業
者
に
対
し
崩
落
等
の
被
害
防
止
、

災
害
防
止
に
必
要
な
対
策
を
す
る
よ
う

指
導
等
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
林
所
有

者
に
対
し
て
も
、
災
害
防
止
の
留
意
事

項
等
を
記
載
し
た
通
知
書
に
よ
り
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

山
村 
議
員

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー（
未
婚
）に
寡
婦
控
除

の
み
な
し
適
用
が
で
き
な
い
か
。

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

子
育
て
支
援
、
福
祉
の
視
点
で
紙
お
む

つ
の
回
収
無
料
化
を
実
施
し
て
は
ど
う

か
。

本
市
の
ご
み
袋
は
他
市
に
比
べ
安
価
で

あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

保
実 

議
員

三
次
中
央
病
院
の
売
店
の
弁
当
や
レ
ス

ト
ラ
ン
に
健
康
な
食
事
の
認
証
マ
ー
ク

の
推
進
を
。

厚
生
労
働
省
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示

さ
れ
次
第
、
認
証
マ
ー
ク
表
示
へ
の
協

力
を
お
願
い
す
る
。

岡
田 

議
員

病
児
保
育
の
設
置
に
向
け
て
の
進
捗
状

況
は
。

体
制
づ
く
り
に
向
け
て
進
展
を
さ
せ
て

い
き
た
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
の
法
制
化

を
受
け
、
今
後
の
取
組
は
ど
う
か
。

法
の
施
行
か
ら
２
年
以
内
に
国
が
基
本

計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
そ
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
市
独
自
の
消
費
者
教
育
推
進
計
画

を
策
定
し
な
い
か
。

県
の
計
画
に
沿
っ
て
消
費
者
被
害
の
防

止
と
消
費
者
の
自
立
を
図
っ
て
い
く
。

問答問答問答問答

問答問答問答問答問

答問答問答問答問答

問答問答問答問答問答
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昨
年
の
中
間
報
告
以
降
、
市
で
策
定
さ
れ
た「
三
次
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
設
備
更
新
計
画
策
定
業
務
成
果
報
告
書
」を
基

に
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
及
び
委
員
会
で
検
討
し
た
も
の
を

ま
と
め
、
本
特
別
委
員
会
設
置
目
的
と
な
っ
た
調
査
項
目
に

沿
い
、
今
後
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
在
り
方
も
含
め
最
終
報
告

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

１�　
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約（
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
設
備
等
の
賃
貸
借

に
関
す
る
契
約
書
）に
基
づ
く
債
務
と
施
設
利
用
権
の
会

計
処
理
に
つ
い
て

　

こ
の
契
約
が
設
備
更
新
費
用
や
将
来
の
こ
と
ま
で
考
慮
さ

れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
検
討
が
不
十
分
で
無
責
任
な

内
容
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

更
に
は
、
設
備
更
新
の
毎
に
賃
借
料
が「
雪
だ
る
ま
式
」に

上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
利
益
を
全
額
投
入
し
た

と
し
て
も
現
状
を
考
え
る
と
継
続
し
て
事
業
を
行
う
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
双
方
で
実
情
を
踏
ま
え
た
官
民
の
役
割
部
分
の

仕
分
け
を
行
い
、
合
理
的
な
使
用
料
金
の
も
と
、
継
続
可
能

な
契
約
内
容
に
変
更
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２�　
平
成
15
年（
開
業
時
）か
ら
平
成
19
年
ま
で
の「
二
重
帳

簿
」に
よ
る
決
算
操
作
に
つ
い
て

　

株
主
用
決
算
書
は
、
開
業
費
を
繰
延
資
産
と
し
て
計
上

し
、
単
年
度
決
算
の
赤
字
部
分
を
圧
縮
、
少
し
で
も
会
社
状

況
を
良
く
見
せ
よ
う
と
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
あ
く
ま
で
も

税
務
申
告
は
関
係
法
令
に
沿
っ
た
書
類
が
提
出
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　
「
決
算
操
作
」と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
言
葉
で
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
悪
意
は
な
く
、
当
時
の
担
当
の
会
計
処
理
に
対
す
る

認
識
不
足
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
現
在
は
、
当
時
の
税
理
士
の
指
摘
に
よ
り
正
し
い

処
理
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

３�　
子
会
社「
ピ
オ
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
」の
設
立
か

ら
清
算
に
至
る
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て

　

本
特
別
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
資
料
を
審
査
し
た
限
り
で

は
、
外
部
監
査
結
果
報
告
に
あ
る「
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

に
近
い
子
会
社
」か
ら
連
想
さ
れ
る
よ
う
な
不
正
な
会
計
処

理
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

今
後
は
、
第
三
者
か
ら
疑
義
を
持
た
れ
る
よ
う
な
会
社
設

立
や
運
営
を
反
省
し
、
政
策
決
定
に
は
情
報
開
示
を
徹
底
的

に
行
う
な
ど
説
明
責
任
を
全
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　
設
備
更
新
投
資
計
画
に
つ
い
て

　

現
有
の
放
送
・
通
信
・
施
設
設
備
の
中
で
耐
用
年
数
の
短

い
機
器
に
つ
い
て
は
更
新
時
期
が
到
来
し
て
お
り
、
今
後
の

設
備
更
新
に
係
る
方
針
決
定
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
当
時
の
吉
岡
市
長
が
将
来
設
計
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
一
連
の
発
言
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な

混
乱
を
招
い
た
責
任
は
重
く
、
議
会
の
審
査
不
足
を
含
め
て

深
く
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
今
後
市
は「
公
設
民
営
の
責
任
は
市
に
あ
る
。」

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
改
め
て
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
サ
ー
ビ
ス

の
必
要
性
、
持
続
性
、
公
共
と
民
間
の
役
割
分
担
、
合
理
的

な
事
業
運
営
等
を
総
合
的
に
整
理
し
、「
公
が
担
う
べ
き
部

分
の
費
用
は
負
担
し
て
い
く
。」と
方
向
転
換
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

　

早
期
に
三
次
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
と
協
議
を
行
い
、
健
全

な
経
営
に
向
け
た
設
備
更
新
方
針
を
示
さ
れ
た
い
。

５　
三
次
市
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ひ
か
り
基
金
に
つ
い
て

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
三
次
ケ
ー
ブ
ル

ビ
ジ
ョ
ン
と
の
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約
の
見
直
し
と
相
ま
っ
て
、
基
金

を
十
分
に
積
み
立
て
な
が
ら
、
条
例
の
改
正
を
含
め
有
効
的

か
つ
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

６�　
外
部
監
査
結
果
報
告
の「
指
摘
事
項
」及
び「
意
見
」に
つ

い
て

　

会
計
処
理
等
の
不
備
な
点
に
つ
い
て
は
市
の
監
査
委
員
と

と
も
に
改
善
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

市
は
外
部
監
査
報
告
書
の
指
摘
を
一
過
性
の
も
の
と
せ

ず
、
定
期
的
に
三
次
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の
経
営
状
況
の
点

検
を
行
い
、
設
備
の
稼
動
状
況
や
棚
卸
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
し
て
い
く
よ
う
求
め
る
。

７　

�

今
後
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

⑴
事
業
の
位
置
づ
け

　

今
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
果
た
し
て
い
る
役
割
は
大
き
く
、

現
在
、
防
災
情
報
を
音
声
告
知
放
送
で
市
全
域
へ
拡
大
し
て

い
く
計
画
で
あ
り
、
市
民
生
活
に
よ
り
密
着
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

⑵
運
営
の
現
状

　

多
額
な
設
備
更
新
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
当
初
か
ら
市
の
負
担
な
し
で
の
運
営
は
不
可
能
で
あ
っ

た
し
、
永
続
的
に
利
益
を
出
し
て
民
間
単
独
で
運
営
で
き
る

事
業
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑶
事
業
形
態
と
ま
と
め

　

市
が
策
定
し
た「
第
２
次
三
次
市
総
合
計
画
」に
お
い
て
も

情
報
通
信
網（
双
方
向
発
受
信
可
能
な
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）の
整
備
に

も
明
記
し
て
あ
る
よ
う
に
今
後
一
層
、
役
割
は
大
き
く
な
る

も
の
と
考
え
ら
れ
、
よ
り
市
民
に
密
着
し
た
事
業
展
開
を

行
っ
て
い
く
必
要
も
あ
る
。

　

市
と
三
次
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の
双
方
で
設
備
更
新
計
画

報
告
書
の
方
針
を
共
有
し
、
今
後
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

変
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
、
第
２
次
三
次
市
総
合
計
画
に

掲
げ
る
、
新
た
な「
ひ
と
づ
く
り
」「
く
ら
し
づ
く
り
」「
仕

事
づ
く
り
」「
環
境
づ
く
り
」「
し
く
み
づ
く
り
」を
実
践
す

る
た
め
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
定
的
な
運
用
を
市
の
責
務
と

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
し
、
公
正
と
透
明
性

を
確
保
し
な
が
ら
脚
下
照
顧
の
行
政
運
営
を
進
め
ら
れ
た

い
。

※
紙
面
の
都
合
上
、
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
委
員
会
各
種
報
告
に
全
文
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
　
株
式
会
社
三
次
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
問
題
調
査
特
別
委
員
長
　
最
終
報
告
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　2013年三次市個別外部監査結果報告において設備更
新計画が明らかにされず、当時約84億円の巨額な更新
等の費用が必要との試算もあった中で、その調査及び
今後の事業運営に対し一定の方針を示す目的で、市直
営事業の民間譲渡を選択した上越市の事例を視察し
た。
　内容はケーブル施設の概要からはじまり、事業見直
しの経過、特に新規加入者数の伸び悩みや施設・機器
の修繕費、また、耐用年数の経過に伴う更新費用の増
加によって直営での継続運営が困難となり、民間譲渡
を決定した経緯の説明を受けた。
　この状況を本市に適用するか否かは、事業の設立経

緯や地理的・地形的条件、そして公設民営で運営して
いる現状などを考えた場合、現時点では事業の譲渡は
困難であり、また、近隣市との事業連携による運営に
ついても今後の検討課題と判断するものである。
　しかし、新規加入者の獲得など事業継続していくう
えでの課題は同様であり、市（行政）と会社が一緒に
なって進むべき方向性を明確にし、情報の共有、そし
て市民への徹底した情
報の公開を原則に「愛
され続けられる事業」
として、展開していく
必要があるとの結論に
至った。
（委員長　竹原　孝剛）

�◉株式会社三次ケーブルビジョン問題調査特別委員会 行政視察研修報告
　実施日　平成26年７月23日（水）～24日（木）
　視察地　新潟県上越市

　本委員会は、議会でのＩＴ機器の効果的な活用や、
議会の情報発信等について、先進地視察を行った。
　篠山市議会では、情報共有のスピード化や議員活動
の充実等を目的に議員全員にタブレット端末を配布さ
れている。
　資料の電子化、通知文書の電子化等による効率的・
効果的な議会運営が可能となったほか、いつでもどこ
でもタブレット端末があれば資料を見ることができる
ため、市民への説明にも役立っている。
　全国的には導入はまだ少ないものの、徐々に増えつ
つあり、近隣では美郷町議会、出雲市議会などが導
入、県内でも東広島市議会などが検討されている。

　本委員会では、これまでタブレット研修などにも取
り組んでおり、引き続いて調査・研究していきたい。
　西脇市議会では、議会だよりや議会報告会について
双方の課題や改善策などについて協議した。議会報告
会での報告資料に重点を置かれ、市民に分かりやすい
資料作成に熱心に取り組まれている。
　また、フェイスブックを活用した議会情報の発信を
開始されており、その手法等について研修した。
　今回視察した事例を
参考にして、市議会の
広報広聴活動の充実に
取り組んでいきたい。
�（委員長　岡田美津子）

�◉広報広聴常任委員会 視察研修報告
　実施日　平成26年８月20日（水）～21日（木）
　視察地　兵庫県篠山市及び西脇市

　本委員会は、益田市で選挙投票区の再編について視
察を行った。益田市では、現状の問題点が３点あっ
た。
１　人口減少と高齢化により立会人の選出が困難
２�　事務従事職員が多数必要で緊急の際すぐに対応で
きる交代要員がいない。
３　投票所を統合した場合、遠距離になる。
　以上の問題があり再編案は見直しされ、統合・廃止
する自治会へ説明を行い、廃止する投票所に当面は出
張期日前投票所を設けるなど、遠距離となる住民の負
担を最小限にし、立会人を広範囲で選任でき、投票事
務経費も削減できた。

　宇部市では、公共施設白書の取組について視察を行
い、公共施設の施設概要、利用状況、維持管理状況な
どの実態をまとめた公共施設カルテを作成し今後の公
共施設のあり方を検討するため、市全体の現況把握が
必須であることから公共白書を作成された。
　白書をもとに市民との意見交換を進め、公共施設の
最適化を図る。また、市の財政負担の軽減・平準化と
公共施設等の最適配置
をめざす取組は大いに
参考になった。
　本委員会は、今回の
事例を参考として本市
の行財政改革に向けて
提言を行っていきたい。
�（委員長　大森　俊和）

�◉行財政改革調査特別委員会 行政視察研修報告
　実施日　平成26年10月９日（木）～10日（金）
　視察地　島根県益田市及び山口県宇部市

上越市役所

西脇市議会

益田市役所
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　本委員会は、10月15日から３日間、通年議会、自由
討議、議会活性化、議会改革等について１県３市へ視
察を行った。
　通年議会とは、年４回（３月、６月、９月、12月）
行っている定例会を会期１年とし、必要に応じて本会
議や委員会を開けるようにする制度で、突発的な案件
や緊急の課題に素早く対応できるメリットがある。長
崎県議会では、２年間通年議会を採用されたが、議員
の地域活動が制限され、執行部職員の負担も増大する
などのデメリットもあり、２年間で廃止された。
　嬉野・糸島・山陽小野田市議会では、自由討議、議

会活性化、議会改革等について研修を行った。
　中でも自由討議については、二元代表制の一翼を担
う存在として、自由な意見を出し合い、意見をまと
め、議論の経過や議決の結果を市民に説明するために
行うものと再認識した。
　この度視察した先進事例を参考に、議会活性化に向
けた研修を重ね、
議員の資質を向上
し、市民に信頼さ
れ、負託に応えら
れる議会をめざ
し、議会改革に取
り組みたい。
�（委員長 伊達 英昭）

�◉議会運営委員会 視察研修報告

　実施日　平成26年10月15日（水）～17日（金）
　視察地　�長崎県議会、佐賀県嬉野市議会、福岡県

糸島市議会及び山口県山陽小野田市議会

山陽小野田市役所

　本委員会では、今後益々厳しい財政状況が見込まれ
る中、公共施設の適正な管理の方法について、３市の
行政視察を行った。
　小田原市では、身の丈に合った施設配置となるよ
う、市の施設を対象として老朽化・利用状況・管理運
営状況を調査し、施設分類ごとに課題を白書にまと
め、これを基に、政策面やハード面の評価の視点を取
り入れ、整備・管理運営・配置に関する考え方を示し
ている。
　秦野市においては、近い将来、全ての施設の更新時
期が一斉に到来し、合わせて高齢化と人口減少が進
み、財政状況が悪化することは明らかであり、現状の
ままでは必要性の高い公共施設まで良好な維持が保て

なくなる。市民の皆さまにも、危機感を持っていただ
くため、例え行政に都合の悪い事でも包み隠さず発信
し、新規の箱物は建設しない、優先順位を付けて大幅
に圧縮する、一元的に管理するなどの基本方針を定め
て取り組んでいる。
　藤沢市でも同様に、公共施設再整備基本方針を定
め、真剣に取組を進めている。
　三次市においても、公共施設の修繕や改修、耐用年
数の過ぎた施設の更新や広大な遊休地の処分や廃止、
施設の統合も視野に入
れた総合的な管理など
について、市民の皆さ
まの理解のもと、早急
に対策を取らなければ
ならないと強く感じ、
視察を終えた。
� （委員長　亀井　源吉）

�◉総務常任委員会 行政視察研修報告
　実施日　平成26年10月20日(月)～22日（水）
　視察地　神奈川県小田原市、秦野市及び藤沢市

小田原市役所

　教育民生常任委員会では、障がい者の雇用や学力向
上の取組などについて３市の先進地視察研修を行なっ
た。
　泉南市にある障がい者就労施設は、民間による日本
最初の「特例子会社による農業生産法人」として設立さ
れた。「サラダほうれん草」を水耕栽培しており、知的
障がい者７名、精神障がい者１名を雇用されていた。
文房具メーカー・コクヨ（株）の完全子会社として設立
され、グループ全体としての障がい者雇用率達成の目
的がある。採算ベースには乗らない事業ではあるが、
大手企業が農業分野や障がい者雇用の観点から、新規
参入してくるといった現実的な内容であった。
　敦賀市は、学力向上への取組として市独自の学習指
導要領を策定し、市の歴史・文化等を大切にしながら
学力向上を図る「敦賀スタンダード」の確立をめざして

いる。福井県は学力テストにおいて全国で上位の県で
ある。また、来年度から導入されようとしている教育
委員会の制度改革に先駆け、教育審議会も設置してい
る。国や県の指導ではなく、市の教育プランによる教
員の資質向上や学校・保護者・地域の一体的な取組
は、模範とする教育内容であると感じた。
　草津市では、今年度から全小学校にタブレット端末
導入の予算化を行っていた。19の小学校に3200台を配
置、5,600万円の事業費は特筆すべき内容である。国
の基本政策として、平成32年度には児童・生徒一人１
台のタブレット端末導入が計画されており、本市も英
語授業と併せ、早期の
対応が必要である。
　今後の委員会におい
て、今回の視察研修を
参考にした政策提言を
行っていく。
�（委員長　新家　良和）

�◉教育民生常任委員会 行政視察研修報告

　実施日　平成26年10月１日（水）～３日（金）
　視察地　�大阪府泉南市、福井県敦賀市及び滋賀県

草津市

敦賀市役所
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11月� ４日� 教育民生常任委員会、議会全員協議会
� ５日� �議会運営委員会、総務常任委員会、産業建設常任委員会、
� � 株式会社三次ケーブルビジョン問題調査特別委員会
� ７日� 新庁舎建設調査特別委員会
　　　８日～18日　議会報告・懇談会
� 11日� 会派代表者会議、議会全員協議会
� 17日� 株式会社三次ケーブルビジョン問題調査特別委員会
� 25日� 12月定例会告示、議会運営委員会、議会全員協議会
� 28日� 産業建設常任委員会
12月� ３日� 議会運営委員会
� ５日� 議会運営委員会、12月定例会本会議、広報広聴常任委
� � 員会、株式会社三次ケーブルビジョン問題調査特別委
� � 員会
　　　８日～10日　本会議（一般質問）
� 11日� 総務常任委員会、教育民生常任委員会、産業建設常任
� � 委員会
� 15日� 議会運営委員会、予算決算常任委員会
� 16日� 行財政改革調査特別委員会
� 17日� 議会運営委員会、本会議、議会運営委員会、広報広聴
� � 常任委員会
１月� 16日� 会派代表者会議、議会全員協議会
� 23日� 広報広聴常任委員会
� 28日� 教育民生常任委員会、広報広聴常任委員会

11月　６日　�鹿児島県さつま町（子育て支援への取組みにつ
いて）

１月　22日　�高知県香美市（塩町中学校の学力向上の取組に
ついて）

行政視察受入状況

議会のうごき

請願・陳情の提出は
2月25日㈬ 午後５時までに

　市政についての意見や要望を直接市議会に提出
する制度で、議員の紹介のあるものを請願、ない
ものを陳情と言い、どなたでも提出することがで
きます。

お問い合わせは　議会事務局へ
TEL 0824–62–6179　FAX 0824–62–6110
Eメールアドレス

gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp

2014（平成26）年11月１日～
 2015（平成27）年１月31日

次期定例会は
２月27日（金）に開会する予定です

　議会の本会議は、どなたでも傍聴することがで
きます。傍聴される方は、当日傍聴席の入口で傍
聴券を受け取って入場してください。車イスを利
用される方のスペースも確保しています。
　なお、傍聴席（30席）が満席となった場合は、
入場を制限しますのでご了承ください。

議会を傍聴してみませんか

　ケーブルテレビにより本会議・予算決算常任委員
会の生放送と、当日の夜７時から本会議の再放送
をしています。
　また、市議会のホームページにおいて本会議の
模様をインターネット配信しています。ぜひご覧くだ
さい。

議会中継をご覧ください

　定例会終了後、ケーブルテレビの「あっちこっ
ち三次」に議員が出演し、毎定例会の報告を行っ
ています。

市議会だよりテレビ早刷り版をご覧ください

　本委員会は、道路等の維持管理や、地域経済の活性
化策等について、先進地視察を行った。
　半田市では、道路への落石や陥没などの危険箇所等
を発見した市民がスマートフォンを活用して市に通報
するシステム「マイレポはんだ」を運用している。
　写真とＧＰＳ位置情報を投稿することにより、市は
現場に行かなくても正確に状況を把握することがで
き、対応に必要な部材を用意し、速やかに現場に駆け
つけることができる。また、対応状況をシステムに入
力することにより、誰でも確認することができる。今
後、道路以外にも範囲を広げ、市と市民との情報共有
や地域課題の解決をめざしている。
　本市は市域が広大でもあり、地域の保全のためには

有効なツールの一つであると受け止めた。
　可児市では、市民が学童保育や高齢者施設等でボラ
ンティアをした場合、その対価として地域通貨「Ｋマ
ネー」を受け取り市内の店舗でお金として使うことが
できる。ボランティアの促進と市内経済の活性化を同
時に図る仕組みであり、本市の現状を踏まえると研究
の必要があると感じた。
　その他、長浜市のまちづくり役場の取組や三木市の
中小企業サポー
トセンターの取
組など、今回視
察した先進事例
を参考にして議
員活動に取り組
む。
�（委員長 助木 達夫）

　実施日　平成26年10月21日（火）～23日（木）
　視察地　�愛知県半田市、岐阜県可児市、滋賀県長

浜市及び兵庫県三木市

�◉産業建設常任委員会 行政視察研修報告

半田市役所

19 みよし市議会だより�第44号
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今
春
で
三
次
市
が
合
併
し
11
年
が
経
過
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
11
年
間
で
合
併
特
例
債
な
ど
を
使
い
、
中
国
地
方
の
中
核
都
市
と
し
て
機
能
充
実

の
た
め
、
紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
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ー
ド
事
業
を
手
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け
て
ま
い
り
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し
た
。
最
後

の
大
型
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と
し
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昨
年
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民
ホ
ー
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成
・
市
役
所
新
館
・
駅
周
辺
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備
・
ト
レ
ッ

タ
み
よ
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等
、
目
に
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え
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新
生
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市
を
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じ
ら
れ
る
市
街
地
整
備
と
な
り
ま
し
た
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次
に
三
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市
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会
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跡
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終
計
画
の
進
捗
が
課
題
か
と
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ま
す
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い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
３
月
22
日
尾
道
・
三
次
・
松
江
自
動
車
道（
中
国
や
ま

な
み
街
道
）が
全
線
開
通
す
る
こ
と
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
整
備
し
て
き
た
施
設
な
ど
を

今
後
は
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
三
次
市
発
展
に
役
立
て
て
い
く
か
、
ア
イ
デ
ア
が
出
せ
る

か
が
勝
負
で
す
。
議
会
も
研
さ
ん
を
積
ん
で
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
前
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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田　
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次
）
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き

　畠敷町の古い歴史を感じさせる「備後西国第十七番礼所
岩屋寺参道」。その中でも特に古くダイナミックなのがこ
の観音屋敷跡。1200年前、奈良時代の高僧行基が修業し
たといわれる約20ｍの一枚岩の洞窟で最初の岩屋寺跡で
す。歩いてのみたどり着ける感動をぜひ体験しましょう！
� （小池　拓司）

　市議会は新庁舎の７階へ移転し、12月定例会から新議場での審議が始まりました。
　開かれた議会をめざしています。次期定例会は２月27日（金）に開会しますので、
ぜひ傍聴におこしください。

� 平成26年12月17日（水）12月定例会閉会後議長席から撮影

新議場での審議スタート

観
かん
音
のん
屋
や
敷
しき
跡
あと
（畠敷町）


